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後鳥羽院の『千五百番歌合』百首歌について
ー同時代歌人からの摂取の意図ー
はー
じめに．
稲者はこれまで、
後鳥羽院の歌人としての始発に当たる正治・
建仁期の和歌に興味を持ち、「千五百番歌合」百首と同歌合秋ニ・三の判歌について綸を狐ねてきた
8れ
1)
。こ
の時期の後鳥羽院につ
いては、
初の百首歌製作となる「正治初度百首』から、
すでに藤
原定家や良経など 影響が著しいことが先学により指摘され（注2)、古歌に拠る本歌取りだけでなく、
同時代の秀歌の秀逸な表現を貪
欲に摂取し、
依拠することが後烏羽院の作歌の重要な方法となっ
ていたのは
明
らかであ
る｛注
3)0
本稿に先立ち、
稿者
は先行研究、
特に寺島恒世氏の一述の論
稿
a4)
に導かれながら、後烏羽院の『千五百
番歌合」
百首を対象に、
後烏羽院が同時代 同時期の和歌からどのよ
うに影響を受けてい
るかの分析・考察を試みた。
その結果については既に前稿にまと
めているが、
今、
その要点を本稿に必要な範囲で簡潔に述ぺてお
きたい。
後烏羽院の天皇在位中の和歌は伝わっておらず、
譲位後の正治
元年（―-九九）、「源家長日記」にも記述のある大内の花見の折の歌が、
作歌年時の明らかな最初のものであるが、
後烏羽院は正
治二年後半以降、
旺盛な和歌活動を開始させ、
歌壇の主催者かつ
作者として積極的に歌道に邁進していくこととなる。後烏羽院の「千五百番歌合
j
百首にはこの時期の和歌からの影響が非常に独
く、稿者の網査では菰複例を含め「正治初度百首」から―一例、「老若五十首歌合
j
六例、「千五百番歌合」一六例と、
自ら主催し参
加した詠歌機会から大きな影圏を受けていることがわかる。特に、他ならぬ「千五百番歌合」
からの影響が著しいのは、
他の歌人が
出詠した和歌を直接披見したことに拠ると見られ荘5
)、
後烏羽院
が歌壇の最新の動向に常に強いOO心を抱いていたことを証明するものと思われる。
一方で後鳥羽院は、
文治・建久年間における新風歌人の活動に
も遡る形で興味を持っ ようであり、
建久元年（一ー九0)「花
月百首』二例、
同四年「六百番歌合」六
例、
同九年「守党法親王
家五十首」二例などの影堀例が見ら
れ、
定家・良経・慈円らの表
渡
続考
辺
健
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定家・家隆・寂蓮・有家・雅経がこの中に含まれている。撰者ではないが良経・慈円も「新古今染」の絹纂や歌堕の動向に大きな．影響を与えており（注7)、
かつ良経は摂関家の当主であり廟堂の中
心たる左大臣として、
慈円は護持僧・天台座主として、
政治的に
も後鳥羽院と密箔し直んじられている。
この表の、
忠良を除くほ
ぽ全貝が、「新古今集
j
への入集歌数の面でも優遇されているのも、
注目すべき事柄だと思われる。
これらを総合して考えると、
後鳥羽院の「千五百番歌合」百首
に、
彼らからの大きな
影響が見ら
れるのは決して偶然ではな
く、
むしろ
建仁元年の時点で新たな勅撰集の絹纂を決意した後鳥羽
浣が、
来るぺき勅撰集の中心となる当代の和歌の歌風が彼らの新
風和歌となり、
上皇自ら彼らと共に新風を推進していく姿勢を明
らかに示しているのではないかと考えられる（注
8)0
以下、
本稿では、今述べたような視 から、
後鳥羽院の同時代
歌人からの摂取という問題を取り上げ、
院と各歌人との関係ー|
時に としての枠を越えたlにも配慮しつ
つ、
摂取の具体的
な事例 則してその表現の内突を考察して きたいと考え 。
ニ新
風表現への関心・好尚
次に、
具体例を挙げて、
後烏羽院が『千五百番歌合」百首歌で
どのように同時代の表現を摂取 いるかを見てみよう。
52真澄鏡みるめの浦に夜半の月氷を寄する秋の潮風
（秋十七
首
目）
（it，）
この歌の本歌は、「みつしほの流れひるま 逢ひがたみみるめ
の浦に夜をこそ待て」（古今集．恋三・六六五・消原深妥父）であろうが、「みるめの浦 を実兼にとりなしているのは当時としては後烏羽院
が嘴矢と見られる。院は
そこに、「とほざかる音は
せねども月きよみ氷と
見ゆる志賀の浦波」（千戟集・
秋上・ニ八
九•藤原重家） 湖上を照らす月影を氷に見立てる発想を取り合わせている。
ただし、
稲者が洛目したいのは、
傍線部「秋の潮風」で、
海浜
に吹くもの寂しい秋風を意味し、
定家の「正治初度百首」詠を初
めとして当時 歌人に
も若干の用例が見られる。
（参考歌）
なるみ
都思ふ涙のつまと嗚海潟月にわれとふ秋の潮風
（拾遣愚草：九八五／正治初度百首・総旅・一三八八）
波の上は千里の外に裳消えて月彩かよふ秋の潮風（建仁元年八月十五夜撰歌合・十六番左•海辺秋月・三一・俊成卿女）
当時「秋の潮風」には、
院以外の歌人はみな、
都恋しさや恋人へ
の恨みなど悲しい心情を絡ませて詠むのが通例である。例えば、定家はおそらく、「伊勢物語」七段で「京にありわぴてあづまに」向かう栗平が、「伊勢、尾張のあはひの海づらをゆく」際に詠んだ、
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「いとどしく過ぎゆく方の恋
しきにうらやましくもかへる浪か
な」（後撰集・穏旅・一三五二にも入る）を想起し、
業平が東下
りの途次、嗚海浦
（尾張国の歌枕）で秋風に吹かれ月に向かって
都を思う、
といった情景を思い描いているのではないかと思われ
る。俊成卿女は、『源氏物語」「須磨」巻で、
須磨に脳居する光源
氏が八月十五夜に月を眺めながら都を思いやり、「二千里外故人心」と白居易の詩を口ずさむ場面を詠んでいるよう 思われる。
それに対し、院は同じ「秋の潮風」の歌句を用いなが
ら、
純粋
な叙素歌としている
ところに
創意がみられる。秋の浦の月は暴り
のない鏡を見るように美しく、冴え冴えとした月光は、潮風によって押し寄せる浦波に映り、
まるで氷を寄せているように見える、
という形象明瞭な、絵画的な気分 歌に仕立てている。
16花は雪とふるの小山田かへしても恨み てぬる春 夕
（春十六首目）
（参考歌）
999
ヽ
9,.'
ゎ'p,t,＇’
いそのかみふるの早稲田をうちかへし恨みかねたる春の暮れかな
（俊成卿女集・一八七／新古今染・春下・
一七一）
春雨のふるの小山田うちすて
てさもあらぬ草の緑をぞ見る
（正治初度百首・春・ニ――一・丹後）
春雨のふるの山田を来て れば鴫のふしどにかはづ嗚くなり
（千五百番歌合・春ニ・ニ五四・源家長）
傍線部「ふるの小山田」は「正治初度百首」丹後の歌からの摂
取と思われるが、
点線で示した俊成卿女「ふるの早稲田を」•源
家長
「ふるの山田を」からの影響も当然考えるべきであろう。
一見しただけでは俊成卿女の単なる楔倣作と酷評されかねない
ふる
歌であるglO)。第二句ー五句にかけて「布留」「かへし」「恨み」「春」と、詞の箇き所もほとんど変わらないまま、俊成卿女歌に椅りかかるようにして詠まれており
地名の「布留」に落花が雪
のごとく「降 」とする掛洞も、
丹後や家長の「春雨のーふる」
とする措辞を真似ただけと言えなくもない。
しか
し、両者の表現
の差異を子細に見るなら
ば、
俊成卿女歌はB初古今集
j
の詫注が
ぃそ＂かみ
わヽ
‘た
うり
指摘するように、「石上布留の
早稲田の穂には出でず心の中に恋
ふるこのころ」（万紫集・巻九・相間・一七六八）・「うちかへし君ぞ恋ひしき大和な 布留の早稲田の思ひ出でつつ」（後撰集・恋―•五ーニ・よみ人しらず） 踏まえて詠まれており、行く春を返す返す惜しむ主題の背後 恋の気分が源
い、
また上句の序詞
が「恐春の田園風兼をも思い浮ばせて、
抒惜に陰影を生」（注
11)
む
一首となってい
る
。·
一方後鳥羽院は
、晩
春の
田園で、夕映えのなか桜花が風に雪の
ように銑い散る美しさに、
過ぎゆく春の名残惜しさも恨み尽くし
てしまったとする。俊成卿女歌を大胆に摂取しながらも、その複雑な陰影を切り捨て、おそらく「省とのみふるだにあるを桜花いかに散れとか風の吹くらむ」（古今集・春下 八六．凡河内拐恒）
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しろ
を念頭に低き、
華閲な落花の光景を強く印象づける作に仕立てて
いるのである。
この二つの例から窺えるように、
後烏羽院の本百首における四
季歌の詠作態度として、
同時代歌人の歌句や表現を利用しながら
も、
元の歌にあった恋の要素などを捨てて、
純粋な叙景歌にして
いく傾向が見られる。古歌に依拠しつ
つ、
物語的気分を涙わせ、
斃なる風惰を深えて む、
新古今時代に特有の表現を後烏羽院は
．評
価し、
理解しながらも、
自ら同様の詠み方をすることは少ない
ことが窺える。
＿―-藤原定家の表現への関心
先掲〔表1〕からも知られるが、
同時代歌人の表現の摂取でも
際だっているのが定家からの影響である。
後鳥羽院が「千五百番
歌合」百首で摂取した同時代の表現のう
ち、
定家と家陸が八例ず
つを占めており群を抜い 存在感を示している 、
家隆の場合は
他歌人が詠んだ歌句を自らも詠むケースが多いのに対し、
定家の
方は直接の影響と見
られるものが七例もあるのが
注目され(it12)、
後烏羽院が定家表現に高い関心 示していること 窺われ のである。それを端的に しているのが、
次の例である。
（冬五首目）
60晴れくもり時雨ふる屋の板間あらみ月を片敷く夜半のさむ
りけり（治承三十六人歌合・一五――ー・道因法師／新古＾孟空冬•五八六）さむしろや待っ夜の秋の風ふけて月を片敷く宇治の橋姫（拾逍愚草・花月百首・六六0／新古今集・秋
上•
四二0)
傍線部「月を片敷く」は
、『正治初度百首」守党法親王（秋・
三五一）にも用例があるが、
後に「新古今集jに入集することに
なる定家の「花月百首j歌の卓抜な表現
を、
後鳥羽院が取り入れ
た事情が想像される。「さむしろや」の歌は定家の代表歌の一っであり、
その
詠法の特質を示す作としてよく知られている。「古
今集」の「さむしろに衣片敷き今宵もや我を待つらむ宇治の橋姫」（恋四
·六八九・
よみ人しらず）を本歌に取りつつ、
秋の夜に男
の訪れを待ってわぴ く独り寝する、
宇治の棉姫の姿態を印象鮮
明に思い描かせる妖艶な歌である
a13
ー。
そして、
定家の表現上の苦心が現れているのが第三句「風ふけ
て」と、
第四句「月を片敷く」である。前者はおそらく、
来ぬ男
を待つ間に夜が深まり、
秋風も夜更けを告げるかのような音に変
わっていくこ をいう極度の技巧的表現で、
鴨長明も『無名抄
j
で「露さぴて」節の歌句とともに、
初めて詠む時には珍しく感じ
られても、
二度目ともなれば詞だけ呉似て内容のない歌を詠むこ
哨れくもり時雨はさだめな
きものをふりはてぬるは我が身な
（参考歌）
I 
，ヽ 
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（拾遺愚草・ニ四七八）
定家の歌は、
建久四年
（
―-九三）冬、
母の死を悲しんで比叡
山に龍った定家と、
良経との間に交わされた五首陥答の中の一首
で、
枯れた野辺のような
庭の草木を雪が覆い隠して、
昔のことも
今の事も心に残っていることはないとする空虚な心偕を詠んでいるのであろうgls)。
定家のかかるごく私的な詠歌が、
どのような
径路で後烏羽院の限にとまるに至ったかは、
いま明らかにできな
（参考歌）
昔今心に
のこす空もなし枯れ野の雪の庭のひとむら
（冬六首目）
61唐にしき
秋の形見をたたじとや霜までのこる庭のひとむら
とになりか
ねないと指摘する、
晦渋な表現である。
••
第四句「月を片敷く」は、
共寝の相手がないため自分の衣だけ
を敷いて寝
る橋姫の袖が、
秋の月の光に冷た＜照らされるさまを、
大胆に、
あた
かも月そのものを片敷く
かのよ
うに表現している。
佐藤恒雄氏
がいわれ
ように、「表現上の斬新で卓抜な試みの成
功」が、
本
歌を
「超える幻想性と消艶の情調を
もた
らしえ
．た
」gu)歌であり、
その優れた表現性が、
定家の模倣と見られる
ことを承知しつつ、
あえて後烏羽院がこの歌句の摂取を試みた所
以であったと思われる。
定家表現への関心という点からは、
次の例も注目される。
いが、「庭のひとむら」という他に用例のない稀少な表現が、別々に成り立った事情は想定しがたく、
やはり先行する定家の表現を
院が取り入れた蓋然性が高いと思われる。
後烏羽院の歌は、「千五百番歌合』の判詞で季経が指摘するよ
うに
（冬ニ・九百一番）、「霜のたて露のぬきこそ弱からし山の錦
の折ればかつ散る」（古今染・秋下
・ニ九―•藤原関雄）、「唐錦
枝にひとむら残れるは秋の形見をたたぬなりけり」（拾逍集・冬・ニニO
·俯正遍昭）を本歌とする。
紅莱を貰きとめていた露の横
糸・霜の縦糸が弱いため、
錦をなしていた紅菜が散ってしまった
が、
秋の形見を絶やすまいとして、
庭の枝に紅葉がひとかたまり
散り残
るだけでなく、
立冬して秋の露から変わった霜までも枝に
残っている、
と詠む。
後鳥羽院の歌は「千五百番歌合」百首 は
冬十五首の冒頭にあり、
本歌の一っ「唐錦」の歌
は、「拾逍抄」
では 部の巻頭歌(-三四）である。枝に残った紅菜に秋の形見を見る発想は、
本歌だけでなく、
成立時期の近接する「唐錦秋の
形見や立田山散りあへぬ枝 嵐吹くなり
j
（老若五十首歌合・秋・
三0六•宮内卿／新古＾孟木・冬•五六六）を念頭に囮いていると思われる。
そして、
立冬に庭に残った枝の紅葉の
ひとむらに過ぎ
去った秋の名残 求める発想を具体化していく段階で、
後鳥羽院
が想起し利用したのが定家の「昔今」歌の表現だったの あろう。この歌の場合、
定家の歌句利用はいわば二次的要素でしかないと
もいえるが、
それだけにかえって、
院の定家表現への関心の高さ
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四同
時代歌人との応答意識人ぐさ
7池水の水草における夜の莉消えあへぬ上に春雨ぞ降る
を物語るともいえるのではないか
。
（春七首目）
（参考歌）
・春はなほあさか 沼の薄氷消えあへぬ上に淡雷ぞ降る
・（
千五百番歌合・春一・六二•藤原忠良）
ぁ
h
みくさ
春されば水草の上に骰く霜の消つつも我は恋ひ渡るかも
（万菜集・巻十・春相聞•寄霜・一九0八）
忠良歌は、
五月雨とともに夏の季で詠ま
れることの多い安積の
沼（住
16)
を、
季節を春に設定し、
立春の風にも沼水に痺く張った氷
は解けきれないでいる上に、
淡雪が降ることだと余寒の凪情を詠
む
。
．後
烏羽院歌は万葉歌の摂取もあるが、傍線部「消えあへぬ上に」
だけでなく忠良歌の三ー五句の構文をそのまま流用
し、
氷を霜に、
淡雪を春雨に変えただけ
の露骨な盗作の
ように見える。
しかも、
中安良の歌を安易に模倣し 割には、
歌の発想も表現も凡庸である
ように見え、
なぜこのような歌を詠んだのか
いさ
さか疑問に感じ
られるほどである。
しかしこ
れはおそらく、
波線部
「夜の霜」を
春風でなく春雨が解かす、
というところに眼目があるのではない
、
。
カ
以下は極めて状況証拠のみに鎚った物言いになるが、「夜の霜」
は「万菜集
j
（巻一・七九）に一例があるが、
それ以後は、
定家
が後烏羽院とごく近い時期に詠んだ、
ととt
みとせ
十年あまり三年はふりぬ夜の霜おきまよふ袖に春
を隔てて
（拾遺愚草・一八二五／老若五十首歌合・雑•四六五）
まで用例が現れない
。
定家の歌は、
自分が文治五年
(-l
八九）
二十八歳で左近術権少将になってから、
建仁元年（ーニ0
I)
の
詠歌当時まで十三年も少将に留め盟かれ、
昇進という我が世の春
から隔てられた嘆きのあまり、
夜の衣に涙が霜となって降りてい
ることを詠んでいる。
一方、「春雨」がしばしば慈雨の意味で詠
まれ、
定家が同じ『老若五十首歌合」雑十首で、「春日野や下も
えわたる思ひ草君の恵みを空に待っか
な」と、
空から降る春雨の
ような君恩を期待している（注
17)
ことからすれば、
定家の歌の「夜
の霜」を取って
後烏羽院が先掲の歌を詠んでいるのは、
官途不
遇を愁訴する定家（注18)の心を慰め、
いずれは恩沢を蒙る時もあろ
うとする、
応答意識であったのではないかと思われる。
実際、
翌
建仁二年閏十月二十四日に定家が左近術権中将に転任していることを考えると、
院が『干五百番歌合」百首の場で表現しようとし
たものが、
不遇をかこっ賢臣を慰撫する型帝の振る舞いであった
のだろうという想像をしてみたくもな のである。また、前年（正治二年）院初度百首で定家が「烏五首」で述懐歌を み、
院が同
惜してただちに定家の内昇殿が許されたことも想起される（注
19)0
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このように、
同時代歌人の表現の摂取が、
その歌人への応答意
．識
であったのではないかと見られる例は、
他にも幾つか指摘でき
る
。74万代とみつの浜風浦さえてのどけき波に氷ゐにけり
（祝四首目）
．こ
の歌は、傍線部の「浦さえて」に西行や惟明親王の影響が指摘
できるが
（注包、
よ
り直接には、
慈円の
神のます木のもとすずし朝夕に君が穎ひをみつの浜風」
（拾玉染•五七八三／老若五十首歌合・雑•四九三
）
を踏まえているのであろうL1121〉。
この慈円歌は、
H老若五十首歌
合
j
雑・ニ百四十七番で後烏羽院の「住吉の松は幾代と言問へば
岸打つ波ぞ礎に答ふる」と番えられて持になった歌で、
その意味
みつ
でも院の記憶には残っていたはずで
ある。「三津の浜」は近江国
の歌枕で比叡山東窟の琵琶湖岸をい
い
、和
歌ではしばしば日吉社
に関連して用いられる。慈円は、
日吉の神も後烏羽上皇 祈りを
朝夕ご照覧になり、
願いを満たしてくれる三泄の浜風に吹かれ、
心もさわやかに感じられると詠んでい 。阿部泰郎氏が
いわれる
ように、
慈円にとっての神は、
比叙山の麓に在って鎮守として仏
法を護る日吉山王権現であ
8古信仰は叡山無動寺で千日参籠
していた若き修行時代から生涯一貰して変わらないことが指摘さ
れて
いる
。
(it
22)
100朝夕にあふぐ心をなほ照らせ波もしづかに宮川の月この慈円歌に対して後烏羽院
は、
U吉の神のご加護でこの国が
万代までも栄えていくであろうとし、
三津の浜は捕風が冷た＜冴
えてはいるが、
行方も知らず寄せ来るのどかな波の様子に、悠久
の御代のしるし 見えると詠む。建仁元年当時、
建久七年の政変
以来五年ぶりに天台座主に還補され、
仏教界の頂点ともいうぺき
慈円が、
延暦寺の守護神である日古社を引き合いに上旦を称え、
上皇がそれに応 る、
というところには、
王法と仏法が相即・協
調することにより国家 平安・典隆
がもたら
されるg23ーという、
国のあるべき姿 対する後烏羽院の理想が
象徴的に示されている
ように思われる。
同様に、
後烏羽院が同時代歌人の表現の摂取により、
あるぺき
政道への思いを示していると見られる例を掲げる。
（雑十首目）
（参考歌）
四方の海波もしづかにすむ月の影かたぷかぬ君が御代かな
（秋篠月清集・花月百首・八0
)
せきと
め
て下も通はぬ池水の波もしづかにすめる月影
（明日香井集・正治二年八月新宮歌合・池上月·10
二四）
空はれて波もしづかに住吉の松にぞ見えし御代の行く末
（壬二集・一七三
l
／老若五十甘歌合・雑•四0七）
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傍線部「波もしづかに」は、
良経の歌にあるように、
四海無事
の太平な御代を寿ぐ表現であり、
後烏羽院以前は用例が右の三例
見える。良経が．
「花月百首」でこの歌を詠んだ建久元年（
l-
九
0)
九月当時、
院政の主は後白河院であるが、
同年正月に九条兼
実女で良経妹の任子が後烏羽天皇の中宮として入内していることを考えると、
この歌の「君が御代」は後鳥羽をさしていると見る
のが妥当であろう（注召。
また、雅経の「新宮歌合」詠は「池上月」
ょみづょ
．題
で詠まれ
てはいるが、
同時の詠に「社頭祝」題で、「万代を祈
U.』
e
る声まで尽きもせじ税姑射の山の秋のみや人」（明日香井集・一0二三）があり、「説姑射の山」が上皇 所をさしているこ は明らかで、「波もしづかに」が後烏羽院治世への讃仰であることが窺われる（注き。
また、
家隆の「老若五十首歌合」歌は、
不変の
松の色に後烏羽院の御代の長久が見えると言挙げしつ
つ、
和歌の
神である住吉社を引き合いに歌道の径盛をも寿ぐ。
後鳥羽院
の歌の「宮川」は伊勢国の歌枕で
あり、
伊勢神宮の外
宮をさしている。院が「千五百番歌合
j
百首の最終歌に当たるこ
の歌
で、「波もしづかに」の歌句を摂取しているのは、
当時院の
信任原い左大臣良経以下の臣下
が後烏羽院の御
代の太平を祝い、
院がそれに応えて、
治天の君たる自分が朝夕伊勢神宮に棒げる祈
りの心を、神
もご照覧あれと歌うことによっ
て、
君主も臣下も共
に和歌 道 歩み、
あるべき政道が正しく行われている聖代を百
首の場に現出させる行為であったのではないだろうか。
五む
すびに代えて
周知のよう
に後烏羽院の「千五百番歌合」百首については、百”
月記
j
建仁元年六月十六日条に次のような記事がある。
十六日、少時依レ召参―-OO前一、今度御製且可レ見之由有二仰事-‘披レ之金王声、
今度凡言語道断、
於レ今者上下更以鉦竺可レ奉レ
及人一、
餌首不可思議、
惑涙難レ禁者也、
閑可t見之由有ーー仰
班、
御――何方一了、
此Pll内府又披謁、
披＇二見其歌一了後、
退
下休息
定家はこの日、
後烏羽院の御前で直接御製を拝見する光栄に浴し、
今回の百首歌は言葉で表現できないほど素昭らしく、
今や上息に
及ぶ歌人は誰もいまいと感じら
れ、
一首一首毎に感涙を禁じ得な
かったという感想を記している。
これは決して追従や誇張ではな
く、
自分や新風歌人達が建久期以降開拓してきた歌風が英明な治
天の君である後烏羽院の意思に叶‘？ものとなったことを心底から実感し、
また、
昇進から見放された自分に向けられた上良の叡慮
に、並々ならぬ感激があったに違いないと
思われる。そして、神々
の加護の下、
君臣が共に和歌の道を歩み、
隆盛の御代が実現する
という理想 〈場〉が
百首を読み進める度に立ち現れるところ
に、
自分のような専門歌人で
は到底なし得ない和歌のあり方を見
て、
高く評価したのだと考える。
後烏羽院にとっての和歌
は、
神と
の深い結びつきに由来すると
ころにある。
また、
後烏羽院の詠歌は、
神々に治世
の安寧を祈る
，
I
，
i
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本栢において、『後烏羽院御集」の本文は寺島恒世
校注「後島羽院
御集」（和歌文学大系24、
明治害院、平成九年六月）に拠った。「千五
百番歌合
j
の本文は新編国歌大観に拠り、
適宜有吉保「千五百番歌合
の校本とその研究」（塙密房、昭和四三年四月）を参照した。「万葉集
j
「伊勢物語j「源氏物甜」は新絹日本古典文学全集に、「明月記」は国書刊行会本に拠った。
いずれも、
引用に際しては読解の便宜を考慮し
て表記を私に改める場 がある。注
．上
皇としての振粗いと不可分のものであったといえる（注笞。寺島
•恒
世氏は、
後烏羽院の「千五百番歌合」百首が、
周到に構成され
た作品であり、神々を設えその加護を希求する主体の祈りによって作品全体が隈取られていることを指摘されてい （注”}。後烏羽院が「干五百番歌合」百首に、
同時代歌人の和歌の摂取を通して、
君臣相和す仙洞歌境の活況を示し
和歌の隆盛するさまや、
ある
．べ
き政治が正しく行われているさまを映し出しているのは、
その
ことが神々の心に叶い受け入れられることになる する思考を反映しているのではないだろうか。従来、
正治・建仁期の後烏羽院
について、
主にその歌風形成の面から同時代の表現の摂取が論じ
られてきたが
本稿では和歌の摂取を介しての歌人たちとの応答
意識という視点から若干 考察を試みてみた
(1)「『千五百番歌合」の後烏羽院判歌考」（『岡山大学大学院文化科
学研究科紀
要j
第七号、平成ー一年三月）・「後鳥羽院
H千五百
番歌合」判歌の最終歌について」（「岡大
国文論稿
j
第三五号、
平成一九年三月）・「後鳥羽院の「干五百番歌合
j
百首歌につい
て—同時代歌人からの影響を中心にー」（「岡大国文論税」第三八号、平成二二年三月）
(2)
山崎桂子「後烏羽院
「正治初度百首詠jの改作について」（『国
語と国文学」第五七巻第一
0号、
昭和五五年一0月↓「正治百
首の研究」勉誡出版、平成―二
年二月）、
寺島恒世「
I正治一一年
初度百首」考ー後烏羽院の百首歌についてー」（『国文学
言籍
と文芸
j
八一、
昭和五0年一0月）等参照。
(3)
村尾誠一「中世和歌史論
新古今和歌集以後
j
第二節「建仁二
年の後鳥羽院ー歌風形成から中世和歌へ—」（背筒
社、
平成二
一年
ll
月。初出は平成一七年―二月）。
(4)寺島恒世「後烏羽院「内宮百首」考ー奉納の意味をめぐって］」
（片野達郎編「日本文芸思涌論
l
桜楓社、平成三年三月）・同「王
者としての和歌表現ー後
J
(山本一組『中世歌人の心—
転換期の和歌観—
j
世界思想社、平成四年九月）・同「和楽と
創造ー『仙洞句題五十首
j
の〈場〉ー」（「日本文学
j
第四三巻
第七号、
平成六年七月）。
(5)
注4寺島論文「王者としての和歌表現」。
(6)
表ーについて、
各歌人の年齢は建仁元年当時、
また位陀官載等
は「千五百番歌合
j
の位署表記による。
(7)田渕句美子「「新古今和歌集
j
序の成立」（「文学』隔月刊第四
巻第二号、
平成一五年三月）・「歌壇における慈円」（中世文学
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会椙「中世文学研究は日本文化を解明できるか」笠問書院、平成一八年一0月）等参照。
(8)
『新古今集
j
における後鳥羽院の意
図が、
上古以後の秀歌の集
成にとどまらず、
それらを凌がんとする当代ぶりの和歌の顕彰
にあったことは、
目崎徳衛「史伝
後鳥羽院
j
（吉川弘文館、
平成＿＿二年―一月）承の巻その二「「新古今集
j
成る」を参照。
同氏は、
f干五百番歌合
j
の成立過程が「新古今集」の編纂と
並行していること 関し、「後烏羽院は古来の名歌を網椛しようとする絹集意欲と並行して
わが率いる時代の詠風をこれに
劣らぬレペルまで引き上げよう する、
烈しい王者の気概に燃
えていた」とし、
また院が「千五百番歌合」秋ニ・三の判で良
経・慈円・俊成・定家＇家陸などの九条家・御子左家系の砥人を高く評価し、
六条家の顕昭を極端に冷遇していることに触れ、
院が「新風
を勅撲の眉目としようとする方向」は明らかである
とする。
(9)
以下、後鳥羽院の「千五百番歌合」百首の和歌本文は、
百首内
での歌順を示す歌番号に統けて掲
出し、
百首の部立とその何首
目に位載するかを括弧内に示している。
なお、
百首の歌番号ー
IlOOは、「後鳥羽院御集』では4011500に対応 。
(10)
この俊成孵女歌は詠歌事情・機会が不明で、「俊成孵女集」では勅撰集入集歌を集めた部分に見出される。従っ
て、
後鳥羽院
歌との先後関係を直接証明する決め手はない。
ただし、『新古
今集
j
では雅経の撰者名注記を持つことから、
これが建仁
l二年
四月の撰進歌であり御点時代に 烏 の好尚に叶っ 選ぴ出された歌である事情に鑑みれば
俊成卿女が上皇詠の露骨な模
倣作を試み、
それが「新古今集
l
に入集する事態は想定しがた
い。行論のように、
俊成卿女歌が先行し、
それを後鳥羽院が摂
取したと考える方が自然であると思われる。
(11)峯村文人校注・訳「新古今和歌集」（新絹日本古典文学全染四三、
小学館、
平成七年五月）当該歌の鑑賞・批肝゜
(12)後鳥羽院の定家表現からの影響につい
て、
新古今時代の流行表
現であったと見られる「霰みもはてぬ」を除けば、
索引類に徴
しても他に用例の ない「庭 ひとむら」（建久四年冬、良経との贈答歌）は定家からの直接の摂取 見 れる。「秋の潮風」（定家・正治初度百首）は、後烏羽浣が「千五百番歌合」百首を詠出した建仁元年六月時点で 定家の例しかなく、「ふる野の若菜」（西行・山家集／ ・建仁元年正月院年始和歌会／具親•干五百番歌合）、「月を片敷く」（定家・守党法親王家五十首／守党・正治初度百首）は、
他歌人も詠んでいるが、
歌の表現性や完成度の高い定家を意識しての摂 の可能性が高いと稿者は考えている。「夜の霜」（万葉 定家 老若五十首歌合）、「大淀の松」（伊勢物語／定家 老若五十首歌合）、 四方の木枯」（狭衣物語 定家・正治初度百首 等
定家が古
典や物語の表現を再生利用して
いるのを後鳥羽院が評価し摂取
したものと想像される。
(13
)この定家の歌が「新古今最盛期に多彩な展開を見せる人工的に
構築されたことば 綴れ織りの世界｀
幻想的な象徴美の世界、
それらを先取りした」も であった事情については、
浅岡雅子
「藤原定家
f花月百首」ー宇治の橋姫を中心にしてー」（犬養
廉絹『古典和歌論叢」明治書
院、
昭和六一二年四月）を参照。
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(14)
研古今和歌集入門」（有斐閣｀
昭和五三年一月）。
(15)定家歌の「庭のひとむら」の表現につき、
稿者は定家が「古今
すで9
集
j
哀11・八五三・御春有輔「君が植ゑしひとむら薄虫の音の
しげき野辺ともなりにけるかな」の和歌世界をさながら一句に凝縮させ、
荒れた庭の簸の宮に覆われたさまを眺めながら亡母
を偲ぶ思いを一首に形象化したものと考えている。有閥歌は『聞岐典侍日記」や「源氏物語
j「藤哀栞」「柏木」「横笛」巻でも
故人を哀傷する場面で引用され、
新古今時代には西行（山家集
二七五・七九六〔9新古今集・雑中・一六七八〕）・良経（秋篠月消集二四0•四三ニ・ーニー八）・慈円（拾玉集•四五01―-）を初
めとして本歌取の作が多く認められる。『源家長日記
j
で、
建永元年良経の死をめぐって後鳥羽院と慈円が交わした閥答歌にも有輔歌が踏まえられている．「古来風体抄
jや「定家八代抄
j
にも採られた著名歌であり、
問題の歌の表現形成に与えた影響
が考えられる。
(16)あやめ草引く手もたゆく長き根のいかで安積
の沼
に生ひけん
（金菜集・夏・ーニ九•藤原孝菩
）、
五月雨に小田のいはかき
水こえて安積の沼 名のみなりけり（林業集・ニ七0
)。
ただし、
「沼水もこほりにけらし来しかたの山路も今はたえやしぬらん」（「兼盛集
j
六六・『能宜集」四八二）のような歌もあり、
忠良はこれを参考にしたか
。
(17)春雨が君主の恩恵をさす例としては、「君が代はあまねくそそ
く春雨の数ぞ干歳
の数
と
なるべき」（長秋詠煤・ニ八四）、「春
の雨のあまねき御代を頼むかな霜に枯れゆく草葉もらすな」（新古今梨・雑上・一四七八・藻原有家）、「すべらぎの木高き陰に
阻れてもなほ春雨に溢れむとぞ恩ふ」（同・一四七九・萩原実行）等がある。
(18)定家の
H老若五十首歌合
j
雑十首には、
おそらく官位停滞によ
るものとみられる我が身の沈治・不遇を嘆
き、
後店羽院の恩顧
を頼む意殿が強い。
久保田淳「藉原定家」（王朝の歌人九、
集
英社、
昭和五九年＿0月）第三京「老若対抗の歌合」にも、
定
家の雑十首に述
懐
調が多いことが指摘されている。
(19)『明月邑正治二年八月二十六日条、「巳時許依レ召参二御前
l、
暫退下之間、
頭弁送＿一世状三云、
内昇殿事只今所＿一仰下一也者、
此事凡存外、
日来更不ーー申入ー、
大
鵞
奇｀
夜部歌之中有二地下述
懐
t、忽
有
迄Eg-欺‘
於
1一昇殿一
者
、
更非な可
J鵞
｀
又非ーー懇望
1、
今詠＿一進百直、即被伽匹之条、為レ道面目幽玄、為
-i
後代美談一也、
自愛無レ極、
道之中典姫前、
巳預ーー此事ー、
更不レ及ーー左右一、
即
車此由一了、（中略）弁云
夜前進二入百首之総
、又
依レ召参、
無――他叫、
只可レ仰J'昇良之由有而巫云々、
是皆以此道
面目也、
井悦有レ余、」
999999999999, 
(20)潮風に浦さえわたる秋の月ふるき都の人にとはばや（親盛集·
四九）、
難波潟月の光に浦さえて波のおもてに氷をぞ敷く（山
家集・秋・三二六•海辺明月）
雪降れば志賀の店崎捕さえて
氷の上によする白波（千五百番歌合・冬ニ・一八八七・惟明親王
）。
(21)慈円にはこの歌の他にも「みつの浜風」を詠んだ歌として「甜
＂と人の願いをみつの浜風に心涼しきしでの音かな」 拾玉集・日吉社百首•四九八／新古今集 神祇·一九0四。拾玉集では初句「神垣や
J}
がある
。
なお、Rm古今集
j
神祇では、
この歌を
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含む
I九01-一九0四番歌の四首連続で慈円の日吉社関係詠
が採られており、
慈円とE吉信仰の関わりの強さを物語る。
(22)慈円の日吉信仰については、
阿部泰郎「シンポジウム
神祇信
仰と新古今時代」（「皇學館大学神道研究所紀要」第二二輯、平成一八年三月〉・「慈円と神祇歌1日吉山王詠と神詠をめぐりて」（「赤羽淑先生退殿記念論文梨」平成一七年三月）を参照。
(23)黒田俊雄「日本中世の国家と宗教」（岩波甘店、
昭和五0年七
月）・「〔増補新版〕王法と仏法—中世史の構図
j.
（法祓館、平成
一三年―二月）参照。
(24)同様に、
この歌に統く「雲の上はるかに照らす月影を秋の宮に
て見るぞうれしき」（秋篠月消染・花月百首・八
l)
を、「秋の
宮」（中宮〉たる任子を介して九条家が後鳥羽天皇の外戚として宮廷で勢力を伸張することへの期待を込めたものと見る。
(25)この「新宮歌合」の行われた「新宮」は
、上
堅御所二条殿の池
の中島に新たに勤閑され 日吉社の摂社であ
り、
治天の主たる
後鳥羽院を守護すること 期待された ともに、
ここが初期後
鳥羽院歌壇の直要な詠歌の場となった事情につい
ては、
久保田
淳「中世和 と「神」」（「国文学解釈と鑑裳」第五二巻第九号、昭和六二年九月↓「藤原定家とその時代」岩波苔店、平成六年一月）•山崎桂子「正治百首の研究」第 二章第三節四「わけうつす日吉の
かげ」参照。
(26)田村柳登「後鳥羽院」に、「後鳥羽院にとっての和歌は神祗祭
祀と深く結ぴつき、
ある
ぺき政治の理想を実現するための加設
の一手段として意識されていたのである」、「後烏羽
院にとって
の和歌は祭祀と政治と一体のものとして認識されていた であ
る」と述べられている（和歌文学講座第六巻「新古今集
j
勉誠
社、
平成六年一月）。
(27)注4寺島論文「王者としての和歌表現」。
（わたなべ
けん
研究室受贈図書雑誌目録
m
関西高校教諭）
大阪府立大学学術情報センター図歯館
椿亭文庫所蔵歌舞伎番付
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愛知教育大学大学院
国語研究（愛知教育大学大学院国語教育専
攻）十八愛知県立大学
説林（愛知県立大学国文学会）五八
愛知淑徳大学国語国文（愛知淑徳 学国文学会）三三愛知大學
阪文学學（愛知大挫國文學會）四九
愛文（愛媛大学法文 部国語国文学会）三四、一＿一五、
三六、
三七、
＿―-八、
三九、
四十、
四一、
四二、
四三•
四四合併号
冑山語文（青山学院 日本文学会）四十股（山崎勝昭）ーニ、
三一
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